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研究成果の概要（和文）：記憶しやすい画像の性質を解明するためには、人間がどのように視覚情報を選択し、
そして記憶しているかを理解することが不可欠である。本研究では、情報の取捨選択を担う注意機構に焦点を当
て、画像の記憶しやすさと視覚的注意の関係を調べた。一連の実験から、記憶しやすい画像が視覚的注意を捕捉
する現象を発見した。また、記憶しやすい画像による注意の捕捉は画像の空間的文脈に依存することも明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：Recent research in the engineering field has reported that images carry the 
attribute of memorability, a predictive value of whether an image will be remembered or forgotten 
(Isola, Xiao, Parikh, Torralba & Oliva, 2014). Different to previous research, the present research 
investigated image memorability from psychological perspectives to elucidate cognitive factors that 
affect image memorability. A series of experiments revealed a novel effect: images with high 
memorability capture attention. Moreover, follow-up experiments provided further evidence that this 
effect depends critically on the spatial context of an image. These results provide the first 
evidence that image memorability is closely related to visual attention and spatial context.

研究分野： 認知科学
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１．研究開始当初の背景 

人間は優れた画像の記憶能力をもつが、全て

の画像が等しく記憶されやすいわけではな

く、各画像には記憶しやすさ（memorability）

という指標で表されるような違いがあるこ

とが最近の研究によって示されている（Isola 

et al., 2014）。しかし、これまでの画像の記憶

しやすさに関する研究は、画像の物理的属性

（色相・明度など）を分析する工学的観点か

らのアプローチが殆どであり、人間の主体的

側面に力点が置かれていなかった。人間は目

的や気分によって何を、どこまで、どのよう

に処理するかを決める。それによって注意の

配分も変わり、これが記憶を左右する。この

ような人間の認知特性も画像の記憶しやす

さに影響を与えることが考えられる。従って、

画像の記憶しやすさについて十分な理解を

得るためには、工学的観点からのアプローチ

だけではなく、人間の認知特性を探究する心

理学的観点からのアプローチも必要である。 

２．研究の目的 

（１）記憶しやすい画像の性質を解明するた

めには、人間がどのように視覚情報を選択し、

そして記憶しているかを理解することが不

可欠である。本研究では、情報の取捨選択を

担う注意機構に焦点を当て、画像の記憶しや

すさと視覚的注意の関係を明らかにするこ

とを目的とした。 

（２）また、画像記憶において、画像の空間

的文脈（spatial context）が重要な働きを持つ

ことが報告されている（Wolfe et al., 2007）。

先行研究を踏まえると、画像の記憶しやすさ

は、空間的文脈に影響される可能性が考えら

れる。この可能性を検討することも本研究の

目的であった。 

３．研究の方法 

（１）視覚的注意との関連性 

視覚探索課題（複数の L の中から T を探す課

題）の背景に課題無関連な情景画像を呈示し、

画像の記憶しやすさによって探索成績が異

なるかを検討した(図１)。 

 

図 1 視覚探索課題 （画面提示時間：500ms） 

また、背景画像がどの程度記憶に残るかを調

べるため、視覚探索課題終了後に背景画像に

対して再認テスト（記憶テストの一種）を行

った(図２)。視覚探索課題では、逐次的に注

意を探索刺激に向けて標的刺激を見つけ出

す必要があるため、背景画像に注意が引かれ

る場合、探索効率が低下すると考えられる。

また、注意を引きつけた背景画像ほど、記憶

に残る可能性が高いため、再認成績が良いと

考えられる。 

（２）空間的文脈との関連性 

元画像の空間的構造をランダマイズ加工し、

空間的文脈のない画像を作成した（図３）。

空間的文脈のない画像でも視覚的注意を捕

捉するかを「研究の方法（１）」と同様の課

題（視覚探索課題及び再認テスト）を用いて

調べた。 

 

図 3 空間的文脈を操作した刺激例 

 

図 2 再認テスト刺激例 



４．研究成果 

（１）記憶しやすい画像が視覚的注意を捕捉

する。 

視 覚 探 索 課 題 の 結 果 （ 図 ４ A ）： high 

memorability 条件の正答率が low memorability

条件に比べて有意に低下した(F(1,19)=6.03, p 

=.024)。記憶しやすい画像は探索課題の遂行

に妨害的な影響を与えることが示された。 

再認テストの結果（図４B）：high memorability

条件の再認成績が low memorability 条件に比

べて有意に高かった(t(19)=2.56, p=.019)。こ

の結果は、視覚探索課題遂行中に呈示された

記憶しやすい画像が自動的に記銘され、無視

しにくいことを裏付ける。 

A 

 

B 

 

図 4 実験結果 (A)視覚探索課題における正答率 

（B）再認テストにおける再認感度（d’） 

（２）記憶しやすい画像による注意の捕捉は

画像の空間的文脈に依存する。 

空間的文脈のない画像（図３）を用いた場合、

視覚探索課題及び再認テストにおいて、high 

memorabilityと low memorability条件間に有意

な違いがみられなかった。この結果から、画

像の記憶しやすさと視覚的注意の相互作用

は空間的文脈の影響を受けることが明らか

になった。 
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